
リアルタイムPCRは遺伝子発現解析で多用されていますが、サンプル調
製の段階から解析方法まで注意するべき点が多数あります。試薬混合のコ
ツなど良好なデータを出すための各種ポイントを紹介し、さらにはトラブ
ルシュートなどリアルタイムPCRを安心して活用できるような内容を説明
します。現在リアルタイムPCRをお使いの方やこれから実験を始めたい方
などに最適な内容を含みますので、この機会に是非ご参加ください。

【内容の⼀例】
●サンプル回収から逆転写までの⾒落としがちなポイント
●リアルタイムPCR基礎原理と遺伝子発現解析⼿法
●内在性コントロール選択やΔΔCt法による解析
●ばらつきの小さい分注操作や試薬の混合方法
●トラブルシュートや実験のコツ
●デジタルPCRなど最新の遺伝子解析⼿法のご紹介 など
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リアルタイムPCRセミナー
〜良好なデータを出すためのポイント〜
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お問い合わせ：東大医科研担当営業

宮田浩成：hiroshige.miyata@thermofisher.com


